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は
じ
め
に

　

人
間
と
動
物
の
関
係
史
に
関
す
る
研
究
は
少
な
く
な
い
が
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
の
研
究
は
検
討
の
対
象
と
さ
れ
る
時

代
に
偏
り
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
さ
ほ
ど
多
い
と
は
い
え
な
い
。
人
間
と
動
物
の
関
係
は
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
る

は
ず
で
、
そ
の
変
化
の
意
義
を
探
る
こ
と
は
そ
の
時
々
の
人
間
社
会
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
ろ
う
。
人

間
と
動
物
の
関
係
史
研
究
の
意
義
は
そ
こ
に
あ
る
。

　

歴
史
学
に
お
い
て
は
塚
本
学
氏
に
よ
る
近
世
の
研
究
が
先
駆
的
な
も
の
と
い
え
る
が
（
１
）、
本
稿
で
問
題
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
中
世
に
関
し
て
本
格
的
な
検
討
が
始
め
ら
れ
た
の
は
今
か
ら
三
十
年
ほ
ど
前
で
あ
ろ
う
（
２
）。
人
間
と
動
物
の

中
世
人
の
動
物
観

　
～『
古
今
著
聞
集
』巻
二
十「
魚
蟲
禽
獣
」を
素
材
に
～

追
塩
　

千
尋

［
論
文
］
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関
係
史
に
つ
い
て
の
歴
史
学
的
研
究
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
後
半
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
、
近
年
に
至
り
盛
ん
に
な
り
つ

つ
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
（
３
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
歴
史
学
以
外
で
は
中
村
禎
里
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
が
人
間
と
動
物
の
関
係
史
研
究
の
牽
引
的
役
割
を
果

た
し
て
お
り
（
４
）、
そ
の
他
に
も
参
考
に
す
べ
き
研
究
も
あ
る
（
５
）。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
古
代
か
ら
近
現

代
ま
で
を
通
観
し
た
も
の
で
、
時
代
を
区
切
っ
て
掘
り
下
げ
た
も
の
は
多
く
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

に
即
し
た
研
究
が
今
後
と
も
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

  

右
記
の
課
題
の
解
明
を
進
め
る
た
め
、
本
稿
で
は
『
古
今
著
聞
集
』（
一
二
五
四
年
成
立
、
以
下
『
著
』）
巻
二
十
第

三
十
編
「
魚
蟲
禽
獣
」
を
素
材
に
検
討
し
て
み
た
い
。
中
世
に
お
け
る
動
物
の
問
題
を
扱
う
際
に
、『
著
』
の
巻
二
十
は
格

好
の
材
料
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。
平
安
・
鎌
倉
期
の
他
の
説
話
集
に
お
い
て
、
動
物
譚
の
部
立
が
設
け
ら
れ
て
い
る
説
話

集
は
見
ら
れ
な
い
（
６
）。
そ
の
点
で
『
著
』
の
巻
二
十
は
ユ
ニ
―
ク
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は

意
外
に
少
な
い
。

　

永
積
安
明
氏
は
『
著
』
の
特
質
を
論
ず
る
中
で
、
巻
二
十
は
偸
盗
（
巻
十
二
）・
興
言
利
口
の
巻
（
巻
十
六
）
な
ど
と

並
ん
で
鎌
倉
期
の
説
話
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
動
物
編
の
素
材
は
貴
族
の
外
側
に
広
が
る
広
大
な
世
界
に
そ
の

視
野
が
開
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
し
て
い
る
（
７
）。
ま
た
、
西
尾
光
一
氏
は
、
巻
二
十
は
最
後
を

飾
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
多
彩
な
充
実
し
た
巻
で
あ
る
、
と
も
さ
れ
る
（
８
）。
た
だ
、
永
積
・
西
尾
両
氏
と
も
巻
二
十
の
具

体
的
な
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

以
上
の
研
究
状
況
の
中
で
、
巻
二
十
全
体
の
本
格
的
検
討
を
行
っ
た
の
は
田
中
宗
博
氏
で
あ
ろ
う
（
９
）。
氏
は
、
論
文

の
タ
イ
ト
ル
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
巻
二
十
は
複
雑
で
あ
り
混
沌
（
雑
多
・
多
様
）・
錯
綜
し
て
い
る
、
と
捉
え
て
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い
る
。
ま
た
、
動
物
編
は
『
著
』
の
最
末
尾
部
の
巻
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
動
物
は
周
縁
的
事
象
と
捉
え
ら
れ

て
い
る
、
と
も
さ
れ
る
。
田
中
氏
は
巻
二
十
が
抱
え
る
課
題
を
多
角
的
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
格
的
検
討
は
こ
れ
か
ら

の
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
巻
二
十
に
収
録
さ
れ
た
個
別
説
話
を
め
ぐ
る
研
究
な
ど
は
あ
る
が　　

、
全
体
的
検
討
は
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
巻
二
十
に
つ
い
て
基
本
的
な
整
理
を
行
う
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
今
後
の
検
討
方
向
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
検
討
を
行
な
う
際
に
、『
著
』
は
貴
族
の
百
科
事
典
的
性
格
を
有
し
た
書
物
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
鑑
み　　

、
中
世
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
て
い
た
動
物
に
関
す
る
知
識
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
視

点
も
生
か
し
て
い
き
た
い
。な
お
、本
文
は
永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
校
注『
古
今
著
聞
集〈
日
本
古
典
文
学
大
系
〉』（
一
九
六
六

年
、
岩
波
書
店
）
を
使
用
し
、
解
釈
に
際
し
て
は
西
尾
光
一
・
小
林
保
治
校
注
『
古
今
著
聞
集
〈
新
潮
日
本
古
典
集
成
〉』

上
・
下
（
一
九
八
三
・
一
九
八
六
年
、
新
潮
社
）
を
適
宜
参
照
し
た
。

　
　

一
、
巻
二
十
の
概
要

　

最
初
に
、
巻
二
十
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
巻
二
十
は
序
文
に
相
当
す
る
第
六
七
二
話
か
ら
始
ま
り
、

七
二
〇
話
ま
で
計
四
十
九
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
七
二
一
話
は
そ
れ
に
続
く
跋
文
と
年
代
的
に
前
後
し
齟
齬
が
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
、
七
二
二
～
七
二
六
話
ま
で
の
五
話
は
後
世
の
抄
入
と
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
か

ら
外
し
て
お
き
た
い
。『
著
』
は
後
世
の
抄
入
と
さ
れ
て
い
る
合
計
八
十
話
を
除
く
と
、
全
体
で
は
二
十
巻
三
十
編
合
計

六
四
六
話
か
ら
な
る
大
部
な
説
話
集
で
あ
る
。
各
編
の
説
話
数
は
計
算
上
は
平
均
二
十
一
～
二
十
二
話
程
と
な
る
が
、
編

（
10
）

（
11
）
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に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
巻
二
十
の
総
計
四
十
九
話
と
い
う
数
は
平
均
の
倍
以
上
の
説
話
数
に
な
る
の
で
、
量
的
に
は

『
著
』
に
お
い
て
は
重
点
が
置
か
れ
た
巻
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
（
一
）
概
要
（
そ
の
一
）

　

表
一
は
巻
二
十
登
場
の
動
物
を
魚
・
虫
・
禽
・
獣
別
に
分
類
し
、
同
種
の
動
物
が
他
の
巻
に
登
場
す
る
場
合
は
同
じ
行

に
配
し
、
他
の
巻
に
登
場
す
る
別
種
の
動
物
話
は
別
の
行
に
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
番
号
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

追
記
抄
入
話
は
含
め
て
い
な
い
。『
著
』
は
各
話
を
「
魚
・
虫
・
禽
・
獣
」
な
ど
に
は
細
分
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

表
一
の
分
類
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
蛇
・
蛙
な
ど
の
虫
偏
の
つ
く
動
物
で
あ
る
。
百
科
事
典

で
あ
る
『
倭
名
類
聚
抄
』（
源
順
撰
、
十
世
紀
初
頭
成
立
）
巻
十
九
「
蟲ち
ゅ
う
ち豸
類
」
に
よ
る
と
、「
蟲
」
は
有
足
、「
豸
」
は
無
足

と
し
、
蛇
・
蛙
類
は
蟲
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
龍
・
亀
な
ど
は
魚
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
そ
う
し
た
基
準

を
踏
ま
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
が
、『
著
』
は
そ
う
し
た
基
準
を
ど
の
程
度
認
識
し
て
い
た
の
か
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を

鑑
み
、
龍
・
亀
な
ど
を
含
め
蛇
・
蛙
な
ど
は
獣
に
分
類
し
て
お
い
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
多
少
な
り
と
も
歪
み
は
生
じ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
論
を
進
め
る
上
で
は
大
き
な
問
題
は
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
を
了
承
さ
れ
た
い
。

　

表
一
か
ら
う
か
が
え
る
特
徴
と
し
て
、
魚
・
虫
が
少
な
く
、
禽
・
獣
が
多
い
こ
と
。
表
二
に
示
し
た
他
の
説
話
集
と
比

較
し
て
も
、
そ
う
し
た
分
布
状
況
は
大
差
な
い
こ
と
、
な
ど
が
確
認
し
得
る
。
ま
た
、
巻
二
十
の
三
十
二
種
類
、
他
の
巻

と
併
せ
て
合
計
五
十
六
種
類
と
い
う
数
も
、
表
二
を
み
る
と
平
均
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
表
二
は
『
著
』
に
な

ら
い
魚
・
虫
な
ど
の
よ
う
な
大
雑
把
な
種
類
分
け
を
採
用
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
に
よ
る
区
分
で
は
な
い
。
中
村
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〈表一　古今著聞集の魚蟲禽獣表（追記抄入話は除く）〉
巻20 その他の巻

魚 蟹（682）
蛤（692、709）
螺（709）
魚（678、697、708、711、712）
人魚（712）

27、37、305、348

鮑（265）
鰯（519）
鯉（348）

小計 5 3
蟲 虫（684、694毒虫）

虱（696）
111、147、264、441、587、652、658

蛛（246）
松虫（147、652）
鈴虫（652）

小計 2 3
禽 鷹（674、678、685、713、718熊鷹）

みさご（678）
小鳥（683）
雀（687）
鵯（690、704、705）
烏（697）
鵜（697）
鴨（702、714）
唐人烏帽子（702）
斑鳩（706）
鳥（711）

鴛鴦（713）

163（はしたか）、233、384、410、478、
512
348

323
402、563
15、410

105、111、153、233、322、339、402、
441、512、563、603、616

鵞鳥（53）
雁（337、649）
鶺鴒（315）
鴇（349、352）
鶴（393、461、649、655）
鶏（317、391、655）
郭公（ほととぎす、393、438、655）
山がら（410）
鳶（410）
孔雀（153）
鵠（くぐい、402）
水鳥（603）

小計 12 12
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獣 馬（673、674、677、678、684、698、
　　703、715、716、719）

犬（675、689、702、711）

狐（676、681）
牛（679、691、701、702）
猿（680、697、698、700、712、716、
　　717）
蛇（682、694、695、699、707、710、
　　718、720）
蛙（682、710）
猫（686、687）
亀（688）
畜生（692、698、701、711）
龍（693）
鹿（700）
鼠（687、699、708）

120、255、325、335、338、340、341、
353、355、357、358、359、361、362、
364、365、366、367、368、376、377、
381、384、385、424、455、474、475、
476、478、481、482、503、512、513、
515、526、534、594、599、605、632、
648
233、265、338、390、398、441、505、
525
265、338、606
52、335、432、456、590、632
109、384、410、599

15、295、580

609（唐猫）
45、547、655
57

12、652

いたち（335）
猪（12）
獅子（358、359、390）
狸（602、603、607、608）
貂（335）
かわほり（蝙蝠、596）

小計 13 6
合計 32 24

禎
里
氏
は
ア
シ
カ
か
ら
蛇
に
至
る

二
十
二
種
の
哺
乳
類
と
蛇
に
つ
い

て
、
埴
輪
を
含
む
古
代
・
中
世
に

お
け
る
十
四
種
の
資
料
上
で
の
出

現
の
有
無
を
表
に
ま
と
め
て
い

る　　

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
イ
ル

カ
・
テ
ン
な
ど
の
一
部
を
除
い
て
、

他
の
哺
乳
類
は
大
体
文
献
上
に
登

場
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

氏
の
作
業
は
、
結
果
的
に
は
筆
者

作
成
の
も
の
と
同
様
の
傾
向
を
示

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
同
じ
動
物
で
も
巻
二
十

以
外
に
登
場
す
る
場
合
は
、
①
原

則
野
生
で
話
の
主
役
で
は
な
い
こ

と
、
②
人
間
と
の
関
係
が
直
接
的

で
は
な
い
こ
と
、
③
後
述
す
る
よ

う
な
「
心
あ
る
」
動
物
と
は
描
か

（
12
）
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れ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
が
巻
二
十
の
動
物
の
扱
い
と
の
相
違
と
い
え
る
。
巻
二
十
の
動
物
種
が
三
十
二
種
と
意
外
に
少

な
い
の
は
、
身
近
に
い
て
も
右
記
の
①
②
③
な
ど
の
要
素
を
満
た
さ
な
い
動
物
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
、
中
に
は
同
じ
よ
う
な
特
徴
が
他
の
巻
で
も
語
ら
れ
る
動
物
の
話
も
あ
る
。
六
八
一
話
は
女
性
に
化
け
た
狐
が
自

分
の
身
を
犠
牲
に
し
、
言
い
寄
る
男
性
と
交
わ
る
話
で
あ
る
。
狐
は
化
け
る
も
の
と
い
う
点
で
は
六
〇
六
話
も
同
様
で
、

大
童
子
に
化
け
た
老
狐
が
命
乞
い
を
す
る
話
で
あ
る
。
六
〇
六
話
は
巻
十
七
の
「
変
化
」
に
分
類
さ
れ
、
一
種
の
霊
験
譚

的
扱
わ
れ
方
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
六
八
一
話
は
人
間
に
化
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
己
を
犠
牲
に
し
て
男
の
思

い
を
遂
げ
さ
せ
た
狐
の
「
心
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
狐
の
行
為
が
「
心
」
あ
る
も
の
か
「
霊
験
的
」
な
も
の
か

が
基
準
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
違
い
に
よ
り
編
へ
の
振
り
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
六
八
六
話
は
十
歳
を
過
ぎ
て
背
中
か
ら
光
を
放
つ
よ
う
に
な
っ
た
飼
い
猫
が
、「
死
に
際
を
見
せ
る
な
」
と
い
う

飼
い
主
の
日
頃
か
ら
の
言
い
つ
け
ど
お
り
十
七
歳
に
な
っ
た
時
に
身
を
隠
し
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
猫
は
変へ
ん
げ化
す
る

動
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
話
と
言
え
る
。
ま
た
、
巻
十
七
「
変
化
」
収
録
の
六
〇
九
話
は
、
魔
性
が
猫
に
変
化
し
て
飼

い
主
に
危
害
を
加
え
た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
た
話
で
あ
る
。
両
話
に
お
け
る
変へ
ん
げ化
の
あ
り
方
は
多
少
異
な
る
が
、

六
〇
九
話
の
方
が
人
へ
の
危
害
の
可
能
性
が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
六
八
六
話
よ
り
変へ
ん
げ化
の
度
合
い
が
高
い
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
飼
い
主
と
の
交
流
の
様
相
は
、
六
〇
九
話
よ
り
六
八
六
話
の
方
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
類
似
の
特
徴
が
語
ら
れ
て
い
て
も
、
巻
二
十
に
収
録
さ
れ
た
話
と
他
の
巻
と
で
は
重
点
の
置
か
れ
方

が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　
『
著
』
登
場
の
全
体
で
五
十
六
種
及
び
巻
二
十
で
登
場
す
る
三
十
二
種
の
動
物
た
ち
は
、
中
世
に
お
い
て
ど
の
程
度
一
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説
話
集
等

倭
名
類
聚
抄

日
本
霊
異
記

今
昔
物
語
集

古
事
談

宇
治
拾
遺
物
語

十
訓
抄

古
今
著
聞
集

沙
石
集

雑
談
集

成
立
期
・
撰
者

承
平
年
間（
九
三一
～
三
八
）・源
順

九
世
紀
初
頭
・
景
戒

十
二
世
紀
初
頭
・
不
詳

十
三
世
紀
初
頭
・
源
顕
兼

鎌
倉
前
期
・
不
詳

一
二
五
二
年
・
不
詳

一
二
五
四
年
・
橘
成
季

一
二
八
三
年
・
無
住

一
三
〇
五
年
・
無
住

用
例
数

説
話
数

巻
₁₈
・
₁₉

₁₁₆ 1000余 ₄₆₀ ₁₉₇ ₃₃₉ ₆₄₆ ４００余 ₁₈₇

魚 ₁₀₆ ７（６） ₁₈（₁₇） ５（４） ₁₀（９） ２（１） ８（７）
＊５

９（８） ３（２）

虫 ₈₈ ４ ₁₈（₁₇） ４ ３（２） ₁₃（₁₂） ５（４）
＊２ ₁₃（₁₂） ９（８）

禽 ₇₁ ６（５） ₂₆（₂₃） ₁₆（₁₄） ９（８） ₂₀（₁₈） ₂₄（₂₃）
＊₁₂ ₂₆（₂₄） ₁₆（₁₄）

獣 ₄₂ ₁₈（₁₇） ₃₄（₃₂） ₁₁（₁₀） ₂₂（₂₀） ₂₂（₂₀） ₁₈（₁₇）
＊₁₃ ₂₅（₂₃） ₂₂（₂₀）

合計 ₃₀₇ ₃₅（₃₂） ₉₆（₈₉） ₃₆（₃₂） ₄₄（₃₉） ₅₇（₅₁） ₅₆（₅₂）
＊₃₂ ₇₃（₆₇） ₅₀（₄₄）

／
説
話
数

動
物
種
の
割
合

30％ ９％ ７％ 22％ 17％ ８％ 18％ 27％

〈表二　説話集類の動物分布表〉

注１　（　）の数字は魚・虫・鳥・獣・畜（畜生）など種類が特定されていないものを除いた数
注２　古今著聞集の項の＊の数字は巻二十に登場する数である
注３　倭名類聚抄では龍と亀は魚に、蛇・蛙など虫偏がつくものは虫にそれぞれ分類されている。
　　　ただし、説話集においては龍・亀・蛇・蛙などは獣に分類した。倭名類聚抄と説話集では分類
　　　に不統一がある形になっているが、傾向を把握する上では大きな支障は無い。
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般
的
で
あ
っ
た
の
か
は
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
表
二
の
『
倭
名
類
聚
抄
』（
二
十
巻
本
使
用
）
が
掲
げ
る
三
〇
〇
余
種

に
は
及
ば
な
い
に
し
て
も
、
他
の
説
話
集
と
比
較
す
る
な
ら
数
的
に
は
平
均
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
表
二
に
お
い
て
『
倭
名
類
聚
抄
』
を
参
考
の
た
め
に
示
し
て
お
い
た
が
、
同
書
は
説
話
集
で
は
な
い
た
め
、
他
の

説
話
集
類
と
区
別
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
縦
線
を
二
重
線
に
し
た
。

　
『
著
』
登
場
の
動
物
が
中
世
に
お
い
て
平
均
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
補
強
す
る
有
力
な
資
料
が
、
絵
巻
物
で
あ
ろ

う
。『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
の
よ
う
な
動
物
を
主
人
公
に
し
た
も
の
で
な
い
限
り
、
絵
巻
に
は
動
物
た
ち
の
日
常
的
な
姿
が
描

か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
八
十
種
を
越
え
る
絵
巻
物　　

を
分
析
し
、
そ

こ
か
ら
「
魚
虫
禽
獣
」（
特
に
魚
虫
類
）
の
内
訳
を
細
部
に
至
る
ま
で
分
別
す
る
作
業
は
困
難
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
も

あ
る
。
こ
こ
で
は
限
界
は
あ
る
が
、
澁
澤
敬
三
氏
ら
作
成
の
『
新
版
絵
巻
物
に
よ
る
日
本
常
民
生
活
絵
引
』
総
索
引　　

、

聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
六
道
絵
』
中
の
「
畜
生
道
」
幅　　

か
ら
う
か
が
え
る
動
物
の
種
類
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

前
者
の
澁
澤
氏
ら
の
作
業
で
は『
鳥
獣
人
物
戯
画
』が
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
そ
の
分　　

を
加
え
る
と
、魚
九（
鮎
・

鮑
・
魚
・
鯉
、
ブ
リ
・
蛸
・
ガ
ザ
ミ
わ
た
り
が
に
・
蛤
）、
虫
一
（
蜘
蛛
）、
禽
二
十
一
（
鵜
・
鴛
鴦
・
鴨
・
鷗
・
烏
・
雁
・

雉
・
小
鳥
・
雀
・
千
鳥
・
鶏
・
鷹
・
白
鳥
・
鳩
・
ひ
よ
こ
・
水
鳥
・
山
鳥
・
み
み
ず
く
・
鳶
・
鷲
・
隼
）・
獣
二
十
一
（
犬
・

猪
・
牛
・
馬
・
猿
・
鹿
・
象
・
猫
・
鼠
・
蛇
・
麒
麟
・
山
羊
・
豹
・
虎
・
龍
・
兎
・
蛙
・
水
犀
・
獏
・
玄
武
・
獅
子
）
の

合
計
五
十
一
種
と
な
る
。
後
者
の
畜
生
道
図
で
は
魚
一
（
鮎
）、
虫
二
（
蚯み
み
ず蚓
・
蜈む

か
で蚣
）、
禽
七
（
鷹
・
雉
・
鶏
・
烏
・
鵜
・

鷺
・
金
翅
鳥
）、
獣
八
（
蛙
・
蛇
・
猪
・
牛
・
馬
・
犬
・
龍
・
鹿
）
の
合
計
十
八
種
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
傍
線
部
は
『
著
』

巻
二
十
登
場
の
動
物
で
あ
る
。『
著
』
と
の
一
致
度
は
四
割
か
ら
五
割
程
と
な
る
。
こ
の
数
値
を
ど
う
見
る
か
は
見
解
が
分

か
れ
よ
う
が
、『
鳥
獣
人
物
戯
画
』「
畜
生
道
図
」
と
も
に
説
話
集
で
は
な
い
と
い
う
資
料
上
の
違
い
な
ど
も
考
慮
す
べ
き
と

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、『
著
』
と
は
重
な
ら
な
い
残
り
半
分
ほ
ど
の
動
物
類
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
意
味
を
検
討
し
た

ほ
う
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
絵
巻
物
類
に
描
か
れ
た
対
象
物
の
名
付
け
は
、
今
後
の
精
緻
な

調
査
・
研
究
の
進
展
に
よ
り
こ
れ
ま
で
見
逃
さ
れ
て
い
た
も
の
な
ど
細
部
に
広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で　　

、
検

討
す
る
に
し
て
も
そ
れ
ら
の
成
果
を
待
つ
べ
き
と
も
思
わ
れ
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
は
判
明
し
て
い
る
動
物
と
そ
の
数
値
か
ら
見
る
な
ら
、『
著
』
登
場
の
動
物
類
の
種
類
は
中
世
に
お
い
て
は

平
均
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
留
め
て
お
き
た
い
。

　
　
　
（
二
） 

概
要
（
そ
の
二
）

　

表
三
は
巻
二
十
の
各
説
話
に
つ
い
て
、
論
を
進
め
る
上
で
必
要
な
情
報
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
を
見
る
に
際
し

て
の
留
意
点
を
い
く
つ
か
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

第
一
は
、「
心
あ
る
」
動
物
説
話
に
関
し
て
で
あ
る
。
巻
二
十
の
序
文
に
相
当
す
る
第
六
七
二
話
に
は
「
禽
獣
魚
蟲
、
其

彙
且
千
、
皆
雖
不
能
言
、
各
似
有
所
思
者
也
」
と
あ
る
。
こ
の
文
は
、
動
物
の
種
類
は
多
く
、
皆
口
は
利
け
な
い
が
そ
れ

ぞ
れ
思
い
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る　　

。
筆
者
は
こ
の
序

文
の
意
味
を
、
動
物
に
は
「
心
が
あ
る
」
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
認
識
は
鎌
倉
期
の
他
の
書
に
も
う
か
が

え
る　　

。
ま
た
、
こ
の
表
現
は
「
一
寸
の
虫
に
も
五
分
の
魂
」
と
い
う
著
名
な
喩
え
と
同
様
の
表
現
と
い
え
る
。
こ
の

喩
え
の
初
見
は
確
認
し
得
て
い
な
い
が
、
北
条
重
時
（
一
一
九
八
～
一
二
六
一
）
の
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
に
見
え
る
と

こ
ろ
か
ら
（
第
四
十
五
条
）、
十
三
世
紀
半
ば
に
お
い
て
は
一
般
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
18
）

（
19
）

（
17
）
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〈表三 古今著聞集巻二十の概要表〉

説話
番号

登場動物とその認識範
疇（野生・飼育の別）・
説話の舞台

話の時期 動物の特性（心）・習
性と存在形態（役割・
用途・扱い方など）

先行・関連説話、取材
源、話の信憑性を示す
表現など

673 龍馬（飼育）
奈良、大宰府

藤原広嗣
（？～757）

俊足の馬、乗馬用 今昔巻11-6

674 鷹（飼育）、馬
京都

桓武天皇
（737～807）

ペット・引き出物用の
鷹・馬

675* 犬（飼育）
京都

醍醐天皇
（885～930）

猟犬。犬の忠義さ 富家語157、
古事談1-9

676* 狐（野生）
奈良

承平（931～38）
の頃

信仰心を持つ狐

677* 鴾毛馬（飼育）
京都

永延元年（987）5月 競馬用。負けた馬が
それを苦に急死

678 鷹（飼育）、馬、魚、鶚
京都

一条天皇期
（986～1011）

狩猟用。鷹の見分け
方と飼育法

679 牛（飼育）
京都

藤原道長期
（966～1027）

神物用。牛車用 古事談巻2-5、
十訓抄巻1-37、
中外抄上14、
東斎随筆「鳥獣類」

680* 猿（野生）
越後

法華経書写を願う
夫婦猿

法華験記下126、
今昔巻14-6、「かの寺
はいまにあり。さらにうき
たる事にあらず」

681* 狐（野生）
京都

男の身代わりに
なった女狐

法華験記下127、
今昔巻14-5、「此物語
は法華伝にもみえたり」

682* 蛇（野生）、蟹（野生）、
かえる
山城

人間と婚姻する蛇
（異類婚）。
蟹の報恩

法華験記下123、
今昔巻16-16

683 小鳥（飼育）
京都

寛治5年（1091）
10月6日

小鳥合用。 中右記、「委は別記（為
房卿記か）にあり」

684 虫（野生から飼育へ）、
馬
京都

嘉保2年（1095）
8月12日

採集用 中右記、
嘉保2年8月12日条

685 鷹（飼育）
京都

嘉保2年（1095）
の冬

狩猟用

686* 猫（飼育）
京都

保延（1135～41）
の頃

愛玩用。猫は死に際
を見せない

687* 猫（飼育）、鼠、雀
京都

愛玩用。害獣駆除用

688 亀（野生から飼育へ）
西国から京都

久安（1145～51）
の頃

祥瑞用。 百錬抄、
久安4年閏6月5日条
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689* 犬（飼育）
京都

後白河天皇期
（1155～58）

犬の忠義さ

690 鵯（飼育）
京都

承安2年（1172）
5月2日

鵯合用（名前有り） 玉葉・百錬抄、
承安3年5月2日条

691* 牛（飼育）
京都

承安2年（1172） 牛車用。暴れる牛 百錬抄、
承安2年6月14日条

692* 蛤（野生）
伊勢、京都

食用。出離の縁を妨
げられた苦悩を愁訴
する蛤

693* 龍（野生）
伊賀

文治（1185～90）
の頃

人間と婚姻する龍

694* 大蛇（野生）、毒虫
摂津

人への危害
（呑む・犯す）

695* 大蛇（野生）
摂津

12世紀末頃 蛇は長寿かつ
執念深い

「これはまさしく、かけ
る（翔）がかたりけるな
り」

696* 虱（野生）
京都

人を喰らう。一寸の虫
にも五分の魂譚

697* 猿（野生）、烏、鵜、魚
京都

文覚（？～1205）
の時期

鵜飼の真似。愚かな
人材運営批判

「かの上人かたりける也」

698* 猿（飼育）、馬
常陸

「近比」 人を援助 「うきたることにあらず。ま
さしく其猿みたりしとて
かたり申す人侍り」

699* 蛇（野生）、鼠
京都

建保（1213～19）
の頃

嫌われ、祟る存在。 蛇の言い分に関して
713話参照

700* 猿（野生）、牝鹿
駿河

承久4年（1222）
夏の頃

夫婦愛を示す猿、
命乞いをする猿

「まさしく見たりしとてか
たりし也」「信正…かた
り侍けり」

701* 牛（飼育）
近江

農耕用か。前世が阿
弥陀経の持者と思わ
れる牛。

702 牛（飼育）、犬、鴨、
唐人烏帽子
京都

藤原公継が左大臣
の時（1224～27）

贈答用

703 馬（飼育）
山城

藤原定高の中納言
（1220年任）時代

借用の対象としての
馬

704 鵯（飼育）
京都、摂津

藤原家隆の宮内卿
（1206年任）

愛玩用。名前有り

705 鵯（飼育）
京都

源通光の太政大臣
期（1246年任）

愛玩用。名前有り 「（返歌を）たづねてしる
すべし」

706 斑鳩（飼育）
京都

藤原定高の中納言
（1220年任）時代

贈物用
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707 大蛇（野生）
丹波

後堀河天皇期
（1221～32）

人を呑む（危害）大蛇

708* 鼠（野生）、魚
伊予

安貞（1227～29）
の頃

集団行動する鼠

709* 螺（野生）、蛤（野生）
京都

平業光の宮内卿、
藤原信光の右近大
夫期、13世紀前半

食用。夢で命乞いを
する

710* 蝦（野生）、蛇
京都

寛喜3年（1231）
夏の頃

集団行動する蝦、集
団の前では怖気づく
蛇

「京中のもの、市をなし
て見物しけり」

711* 犬（飼育）、魚、鳥
遠江、越中

平朝時（1191～
1245）、
平行政の時期

犬の忠義さ

712* 人魚（野生）、魚、猿
伊勢

平忠盛
（1095～1153）

食用

713* 鴛鴦（野生）、鷹
陸奥

赤沼馬允、藤原仲
能、12世紀末

鷹の餌。鴛鴦の夫婦
愛

今昔巻19-6、
沙石集巻7-14
鴛鴦の言い分に関して
699話参照

714 鴨（飼育）
京都

天福（1233～34）
の頃

家鴨なら食用か。

715 葦毛馬（飼育）、白馬
京都

縁浄（13世紀初頭
の僧か）

乗馬・運送用

716* 猿（飼育）、馬
美作、鎌倉

足利義氏
（1189～1254）

廐の守護用。芸への
報酬を乞う賢い猿

吾妻鏡、
寛元3年4月21日条

717* 猿（母子） （野生）
豊前

狩猟の対象（食用あ
るいは武芸鍛錬か）。
母子猿の相愛

718 熊鷹（飼育）、
大蛇（野生）
摂津

狩猟用の熊鷹。人間
に危害を加える蛇

719* 馬（飼育）
阿波

建長（1249～56）
の頃

乗馬用、忠義の象徴
としての馬

「いまの事なり」

720* 蛇（野生）
京都

建長6年（1254）
2月2日

蛇は嫉妬深い 「京わらはべあつまり見
けり」

注１ 番号に＊を付した説話は、「心ある」動物の話
注２ 登場動物欄のゴシックの動物はその話の主役で、認識範疇として野生・飼育の別を記載した。
注⒊　先行・関連説話欄では、出典とは言えないが関連性の強い先行説話の作品をゴシックにした。
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「
一
寸
の
虫
に
も
五
分
の
魂
」
の
譬
え
を
文
字
通
り
示
す
話
が
六
九
六
話
で
あ
る
。
上
京
し
た
あ
る
田
舎
人
が
体
に
付

い
た
虱
を
、
い
た
ず
ら
半
分
で
宿
の
柱
に
押
し
込
め
た
。
翌
年
再
び
同
じ
宿
に
宿
泊
し
た
こ
の
男
が
、
昨
年
押
し
込
め
た

虱
の
様
子
を
見
た
と
こ
ろ
ま
だ
生
き
て
い
た
の
で
自
分
の
腕
に
置
い
た
と
こ
ろ
、
虱
は
そ
の
男
を
刺
し
た
。
そ
れ
が
も
と

で
瘡
に
な
り
男
は
死
に
至
っ
た
。
話
の
最
後
で
は
「
あ
か
ら
さ
ま
に
も
、
あ
ど
け
な
き
事
を
ば
す
ま
じ
き
事
な
り
」
と
、

男
の
行
為
が
誡
め
ら
れ
て
い
る
。
虱
の
報
復
譚
と
い
え
る
が
、
ま
さ
に
「
一
寸
の
虫
に
も
五
分
の
魂
」
を
地
で
い
く
話
と

い
え
よ
う
。

　

巻
二
十
に
お
い
て
「
心
あ
る
」
動
物
の
話
は
四
十
八
話
中
三
十
話
に
の
ぼ
り
、
巻
二
十
全
体
の
六
割
強
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
点
で
序
文
の
趣
旨
に
叶
う
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
巻
で
あ
る
と
い
え
る
が
、「
心
あ
る
」
動
物
の
話
で
あ
る
こ
と
を
ど

う
判
断
す
る
の
か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
よ
う
。
一
読
し
て
そ
の
こ
と
が
誰
に
で
も
分
か
る
よ
う
な
話
や
、
微
妙
な
話
も

あ
る
。
た
だ
、
後
述
の
よ
う
に
「
不
思
議
」
と
い
う
語
は
巻
二
十
に
お
い
て
は
「
理
解
で
き
な
い
」
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
動
物
の
「
心
」
へ
の
感
動
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
う
い
う
点
で
は
「
不
思
議
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い

る
話
は
、「
心
」
あ
る
動
物
の
話
で
あ
る
か
ど
う
か
の
一
つ
の
判
断
基
準
と
な
ろ
う
。

　

第
二
は
、
認
識
範
疇
の
項
で
は
、
動
物
を
野
生
と
飼
育
に
分
け
て
お
い
た
点
で
あ
る
。
他
に
も
い
く
つ
か
の
分
類

法
が
考
え
ら
れ
る
が　　

、「
野
生
」
と
「
飼
育
」
が
も
っ
と
も
分
か
り
や
す
い
分
類
法
と
思
わ
れ
る
た
め
本
稿
で
は

採
用
し
た
。
巻
二
十
で
は
飼
育
動
物
二
十
六
話
、
野
生
動
物
二
十
話
と
、
飼
育
動
物
話
が
や
や
多
い
。
な
お
、
表

中
に
も
示
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
六
八
四
話
の
虫
と
六
八
八
話
の
亀
は
野
生
状
態
か
ら
捕
獲
さ
れ
飼
育
に
至
っ
た

も
の
で
、
野
生
・
飼
育
の
両
面
性
が
あ
る
話
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
動
物
で
も
猿
は
基
本
的
に
は
野
生
で
あ
る
が

（
六
八
〇
・
六
九
七
・
七
〇
〇
・
七
一
七
）、
飼
育
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
（
六
九
八
・
七
一
六
）、
単
純
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、

（
20
）
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六
八
三
（
小
鳥 

）・
六
九
〇
（
鵯
）・
七
〇
四
（
鵯
）・
七
〇
五
（
鵯
）・
七
一
四
（
鴨
）
各
話
の
鳥
た
ち
も
、
も
と
は
野

生
の
状
態
か
ら
捕
獲
後
に
飼
育
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
飼
育
に
至
る
い
き
さ
つ
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
の

よ
う
に
、「
野
生
」
と
「
飼
育
」
の
分
類
は
見
か
け
ほ
ど
明
確
で
は
な
く
、
様
々
な
事
情
を
考
え
る
必
要
は
あ
る
。
こ
こ
で

は
説
話
中
の
存
在
形
態
か
ら
判
断
し
、
野
生
・
飼
育
の
い
ず
れ
か
に
区
別
し
た
こ
と
を
了
承
さ
れ
た
い
。

　

第
三
は
、
説
話
の
舞
台
に
注
目
す
る
な
ら
、
京
都
が
二
十
八
話
と
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
摂
津
・
山
城
・
近
江
・
奈

良
な
ど
京
都
周
辺
が
計
七
話
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
二
十
の
説
話
の
舞
台
は
、
都
と
そ
の
周
辺
が
七
割
強
を
占
め
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
人
と
動
物
と
の
日
常
的
関
係
は
地
域
差
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、『
著
』
の
場
合
は
畿
内
中
心
で
あ
る
こ

と
は
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
、
そ
の
こ
と
が
登
場
動
物
の
種
類
に
も
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
四
は
、
語
ら
れ
た
説
話
の
時
期　　

を
見
る
と
、
上
古
（
十
世
紀
ま
で
）
が
四
話
（
六
七
三
～
六
七
七
話
）、
中
比

（
十
二
世
紀
初
頭
ま
で
）
は
十
一
話
（
六
七
八
～
六
八
八
話
）、
残
り
三
十
二
話
が
撰
者
と
同
時
代
で
あ
る
近
代
（
十
二
世

紀
初
頭
以
降
、
十
二
世
紀
末
か
ら
は
末
代
）
の
話
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
二
十
全
体
の
七
割
弱
が
撰
者
と
同
時
代
の
話

で
、
そ
の
こ
と
は
一
つ
の
特
色
と
い
え
る
。

　
　

二
、『
古
今
著
聞
集
』
巻
二
十
の
構
想

　
　
　
（
一
）
先
行
説
話
と
の
関
係

　

本
章
で
は
巻
二
十
の
特
質
を
探
る
た
め
、
ま
ず
先
行
説
話
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。
前
章
第
二
節
で
指
摘
し
た
よ

（
21
）
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う
に
、
巻
二
十
全
体
の
七
割
弱
が
撰
者
と
同
時
代
の
話
で
あ
っ
た
。
巻
二
十
の
取
材
源
と
も
関
係
す
る
が
、
表
三
の
先
行
・

関
連
説
話
欄
に
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
よ
う
に
、
先
行
説
話
か
ら
取
材
し
た
と
思
わ
れ
る
話
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
七
話
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
先
行
説
話
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
動
物
が
主
役
で
は
な
い
説
話
を
、『
著
』

で
は
動
物
説
話
に
分
類
し
た
視
点
を
確
認
す
る
た
め
、
そ
の
点
が
顕
著
な
話
を
七
話
中
よ
り
五
話
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　

六
七
三
話
の
先
行
説
話
は
、『
今
昔
』
の
巻
十
一
―
六
で
あ
る
。
巻
十
一
は
本
朝
へ
の
仏
法
の
伝
来
譚
を
集
め
た
巻
で
、

第
六
話
は
玄
昉
に
よ
る
法
相
宗
伝
来
譚
で
あ
る
。
し
か
し
、『
今
昔
』
の
そ
れ
は
実
質
藤
原
広
嗣
が
主
人
公
で
、
広
嗣
の
乱

の
顚
末
な
ど
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
る
。
龍
馬
に
つ
い
て
も
そ
の
俊
足
振
り
な
ど
が
語
ら
れ
て
は
い
る
が
、
あ
く
ま
で
脇
役

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
著
』
は
短
文
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
乱
の
事
に
は
一
切
触
れ
ず
に
、「
郭
中
（=

大
宰
府
）
に

一
声
に
つ
づ
け
て
七
声
い
ば
ゆ
る
馬
の
こ
ゑ
き
こ
え
け
る
を
尋
て
、高
直
に
買
と
り
て
、い
た
は
り
か
ひ
け
れ
ば
」
と
、『
今

昔
』
に
は
無
い
龍
馬
入
手
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
著
』
は
一
気
に
広
嗣
が
死
後
鏡
の
明
神
と
し
て
祀
ら

れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
、
結
び
に
至
る
。
乱
の
事
が
語
ら
れ
な
い
た
め
、『
著
』
で
は
広
嗣
が
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
経
緯
な

ど
が
不
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
。

　

六
七
五
話
は
、
醍
醐
天
皇
が
野
の
行
幸
の
際
に
落
と
し
た
剣
の
石
突
を
犬
が
く
わ
え
て
持
っ
て
き
た
話
で
あ
る
。
先
行

す
る
『
富
家
語
』『
古
事
談
』
な
ど
と
比
較
し
て
も
、
際
立
っ
た
内
容
上
の
異
同
は
見
出
し
が
た
い
。『
古
事
談
』
で
は
巻
一

「
王
道
后
宮
」
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
焦
点
は
醍
醐
天
皇
の
時
代
で
あ
る
こ
と
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
『
著
』
は
、
醍
醐
天
皇
の
時
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
は
な
く
、
犬
の
忠
義
性
を
示
す
話
と
し
て
動
物
譚
に
分
類
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

六
七
九
話
は
藤
原
道
長
が
乗
っ
た
牛
車
が
巧
み
に
辻
な
ど
を
曲
が
る
の
で
、
感
心
し
た
道
長
は
牛
車
を
用
意
し
た
藤
原
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伊
周
に
牛
の
出
所
を
尋
ね
た
。
そ
の
牛
が
祗
園
社
へ
の
神
物
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
道
長
は
驚
き
、
自
分
の
車
を
召
し
寄

せ
て
帰
っ
た
。
最
後
は
「
神
物
を
恐
さ
せ
給
け
る
故
な
り
」
と
結
ば
れ
る
。
道
長
は
神
物
と
し
て
の
牛
を
恐
れ
多
い
も
の

と
思
い
、
そ
う
し
た
牛
が
牽
く
牛
車
に
乗
る
こ
と
を
避
け
た
、
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
牛
を
提
供
し
た
伊
周

の
反
応
は
語
ら
れ
な
い
。
本
話
は
い
く
つ
か
の
先
行
説
話
が
あ
る
が
、『
古
事
談
』
で
は
最
後
は
「
帥
殿
（=

伊
周
）
は
に

が
り
て
御
坐
し
け
り
」
と
、
道
長
の
振
る
舞
い
に
対
す
る
伊
周
の
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
古
事
談
』
で
は

巻
二
「
臣
節
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
話
の
眼
目
は
道
長
と
伊
周
と
の
関
係
（
関
白
な
ど
を
め
ぐ
る
争
い
な
ど
）
に

あ
り
、
牛
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
『
著
』
は
神
物
と
し
て
の
牛
の
用
途
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、

道
長
の
振
る
舞
い
に
対
す
る
伊
周
の
反
応
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

六
八
〇
話
は
持
経
者
に
よ
る
法
華
経
の
写
経
の
助
成
を
し
た
つ
が
い
の
猿
が
、
書
写
半
ば
に
し
て
事
故
で
死
ぬ
。
し
か

し
な
が
ら
、
写
経
助
成
の
功
徳
に
よ
り
猿
は
死
後
に
越
後
の
国
司
に
転
生
し
、
そ
の
時
の
持
経
者
も
生
存
し
て
い
た
た
め

未
完
の
書
写
を
完
成
す
る
、
と
い
う
話
で
あ
る
。『
法
華
験
記
』『
今
昔
』
に
先
行
話
が
あ
る
が
、
両
者
に
共
通
す
る
の
は
法

華
経
の
功
徳
に
よ
る
往
生
（
善
所
へ
の
転
生
）
譚
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。『
著
』
の
話
も
そ
う
し
た
功
徳
譚
と
し
て
受
け
止

め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、『
今
昔
』
な
ど
と
比
べ
る
と
中
途
半
端
な
感
は
否
め
な
い
。『
著
』
で
は
つ
が
い
の
猿
の
う
ち

片
方
の
こ
と
し
か
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
残
り
の
書
写
が
完
成
し
た
こ
と
で
話
は
終
わ
る
。
一
方
、『
今
昔
』
で
は
つ
が
い

の
猿
は
夫
婦
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
持
経
者
は
浄
土
に
往
生
し
、
猿
か
ら
転
生
し
た
夫
婦
は
ま
す
ま
す
道
心
を
起
こ

し
て
善
根
を
修
し
た
、
と
書
写
完
成
後
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、『
今
昔
』
で
は
「
実
ニ
此
レ
、
希
有
ノ
事
也
。
畜
生
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
深
キ
心
ヲ
発
セ
ル
ニ
依
テ
、
宿

願
ヲ
遂
ル
事
如
此
シ
」
と
い
う
話
末
評
語
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、『
今
昔
』
に
先
行
す
る
『
法
華
験
記
』
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に
は
そ
う
し
た
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。『
今
昔
』
の
「
畜
生
…
深
キ
心
」
と
い
う
評
語
は
、動
物
は
心
あ
る
も
の
と
す
る
『
著
』

の
立
場
に
か
な
う
も
の
で
あ
ろ
う
が
、『
著
』
に
は
そ
う
し
た
表
現
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、『
著
』
が
依

拠
し
た
の
は
『
今
昔
』
系
統
で
は
な
く
、『
法
華
験
記
』
系
統
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

六
八
二
話
は
、
父
の
不
用
意
な
約
束
に
よ
り
娘
の
婿
に
な
ろ
う
と
す
る
蛇
の
難
が
、
観
音
の
加
護
と
娘
が
助
け
た
蟹
の

報
恩
に
よ
り
救
わ
れ
る
話
で
あ
る
。『
法
華
験
記
』『
今
昔
』
と
も
に
、
蛇
の
苦
及
び
蟹
の
罪
苦
を
救
う
た
め
に
建
て
ら
れ
た

寺
が
蟹
満
多
寺
で
あ
る
と
い
う
蟹
満
多
寺
縁
起
譚
に
な
っ
て
い
る
。『
法
華
験
記
』
は
法
華
経
及
び
観
音
品
と
い
う
経
の
功

徳
が
強
調
さ
れ
る
。
一
方
の
『
今
昔
』
は
、
観
音
の
霊
験
譚
が
集
め
ら
れ
た
巻
十
六
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
観
音
の
霊

験
が
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
著
』
で
は
蟹
満
多
寺
建
立
譚
は
述
べ
ら
れ
ず
、
話
の
最
後
は
法
華
経
及
び
観
音
経

の
功
徳
が
語
ら
れ
結
ば
れ
て
い
る
。
本
話
は
話
の
力
点
と
い
う
点
で
は
、『
今
昔
』
よ
り
も
『
法
華
験
記
』
に
近
く
、
そ
の

点
で
は
六
八
〇
話
と
同
様
と
い
え
る
。

　
　
　
（
二
）
畜
生
道
の
問
題

　

巻
二
十
は
仏
教
編
（『
著
』
で
は
巻
二
「
釈
教
」
が
相
当
す
る
）
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
動
物
譚
で
は
あ
っ
て
も
畜

生
道
と
の
関
連
は
概
し
て
希
薄
で
あ
る　　

。
た
だ
、
田
中
宗
博
氏
は
、
巻
二
十
に
お
い
て
は
堕
畜
生
が
忌
避
す
べ
き
こ

と
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
六
八
九
・
七
一
九
話
な
ど
）、
そ
の
忌
避
す
べ
き
畜
生
の
苦
は
互
い
に
殺
し
あ
う
弱
肉
強

食
と
人
間
に
一
方
的
に
使
役
・
殺
害
さ
れ
る
一
面
（
氏
は
そ
れ
を
「
畜
生
残
害
」
と
表
現
す
る
）
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し

て
、
鷹
狩
り
関
係
話
や
六
九
七
・
七
一
〇
話
な
ど
は
、「
畜
生
残
害
」
に
関
わ
る
話
と
さ
れ
る　　

。

（
22
）

（
23
）
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田
中
氏
に
よ
る
と
巻
二
十
に
お
い
て
畜
生
道
は
否
定
的
に
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
そ
う

し
た
側
面
だ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
話
も
あ
る
。
例
え
ば
、
氏
が
堕
畜
生
忌
避
の
話
と
さ
れ
る
六
八
九
話
は
、
平
治
の

乱
で
死
去
し
た
平
康
忠
が
後
白
河
院
に
祗
候
す
る
思
い
が
深
く
て
黒
ま
だ
ら
の
犬
に
転
生
し
院
中
に
現
れ
た
、
と
い
う
話

で
あ
る
。
黒
ま
だ
ら
の
犬
に
転
生
し
た
こ
と
は
あ
る
人
の
夢
に
よ
り
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
話
は
「
あ
は
れ
な
る
事

也
」
で
結
ば
れ
る
。

　

動
物
の
人
間
へ
の
祗
候
の
様
子
が
も
う
少
し
具
体
的
な
の
が
、
七
一
九
話
で
あ
る
。
智
願
上
人
の
世
話
を
し
て
い
た
乳

母
の
尼
が
、
上
人
を
尊
崇
す
る
あ
ま
り
死
後
二
度
に
わ
た
り
馬
に
転
生
し
行
き
届
い
た
使
役
の
さ
れ
方
を
し
た
、
と
い
う

話
で
あ
る
。
話
の
最
後
の
方
で
は
「
執
心
の
ふ
か
き
ゆ
へ
に
、
ふ
た
た
び
馬
に
む
ま
れ
て
心
ざ
し
を
あ
ら
は
し
け
る
、
い

と
あ
は
れ
な
り
」
と
、
六
八
九
話
同
様
に
「
あ
は
れ
」
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

六
八
九
・
七
一
九
話
が
堕
畜
生
忌
避
の
話
か
ど
う
か
は
、
両
話
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
あ
は
れ
」
の
解
釈
に
関
わ
っ
て

こ
よ
う
。
六
八
九
話
は
主
題
が
転
生
で
は
な
く
、
忠
義
の
象
徴
と
し
て
の
犬
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
う
し
た
形
で
院
に
仕
え
る
け
な
げ
な
姿
を
「
あ
は
れ
な
る
事
」
と
し
て
感
動
し
て
い
る
、
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。
焦
点

は
畜
生
へ
の
転
生
で
は
な
く
院
へ
の
祗
候
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
感
動
的
な
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

七
一
九
話
も
転
生
の
こ
と
よ
り
も
馬
は
人
間
に
忠
実
で
よ
く
手
助
け
を
す
る
動
物
で
あ
る
、
と
い
う
特
性
を
語
る
こ
と

が
主
眼
で
あ
る
な
ら
、「
あ
は
れ
」
は
六
八
九
話
同
様
け
な
げ
と
も
い
え
る
馬
に
感
動
し
て
い
る
表
現
と
解
釈
で
き
る
。「
執

心
」
も
仏
教
で
い
う
煩
悩
の
一
つ
で
あ
る
妄
心
と
い
う
よ
り
も
、
上
人
を
思
慕
・
尊
信
す
る
堅
固
な
気
持
ち
を
表
し
て
い

る
と
す
る
な
ら
、
必
ず
し
も
否
定
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
と
解
釈
で
き
る
。

　

六
八
九
・
七
一
九
両
話
は
人
間
と
の
良
好
な
関
係
を
保
っ
て
い
る
犬
・
馬
の
忠
実
性
を
語
っ
て
い
る
話
で
、
必
ず
し
も
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堕
畜
生
忌
避
の
話
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
り
、
む
し
ろ
人
間
に
仕
え
る
畜
生
に
転
生
し
た
こ
と
が
積
極
的
に
評
価
さ
れ

て
い
る
と
も
い
え
る
。
な
に
よ
り
も
こ
の
二
話
は
、
堕
畜
生
に
つ
い
て
因
果
応
報
の
理
に
よ
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い

点
で
共
通
し
て
い
る
。

　

七
〇
一
話
も
、
六
八
九
・
七
一
九
話
と
同
様
の
事
が
考
え
ら
れ
る
話
で
あ
る
が
、
少
々
趣
は
異
な
る
。
勝
覚
と
い
う
僧

の
父
が
飼
育
し
て
い
る
牛
が
、
夜
毎
に
う
め
き
声
を
上
げ
る
が
そ
れ
は
阿
弥
陀
経
を
読
誦
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
と

い
う
話
で
、「
先
生
（=
前
世
）
の
阿
弥
陀
経
の
持
者
の
畜
生
道
に
い
り
に
け
る
に
や
。
あ
は
れ
な
る
事
也
」
で
結
ば
れ
る
。

こ
こ
で
の
「
あ
は
れ
な
る
事
也
」
を
気
の
毒
、
感
動
の
い
ず
れ
に
と
る
か
が
六
八
九
・
七
一
九
話
と
同
様
に
判
断
が
求
め

ら
れ
る
点
で
あ
る
。
持
経
者
が
牛
と
し
て
畜
生
道
に
堕
ち
た
こ
と
を
気
の
毒
に
思
っ
て
い
る
と
す
る
解
釈
が
素
直
か
も
し

れ
な
い
が
、
牛
に
な
っ
て
も
な
お
前
世
の
行
為
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
て
い
る
、
と
も
と
れ
よ
う
。

　

六
八
九
・
七
〇
一
・
七
一
九
話
の
畜
生
道
へ
の
転
生
話
は
必
ず
し
も
堕
畜
生
忌
避
の
話
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
七
〇
一
話
は
畜
生
へ
の
転
生
が
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
点
が
、
六
八
九
・
七
一
九
話
と
は
異

な
る
側
面
と
い
え
よ
う
。

　

堕
畜
生
忌
避
に
ふ
さ
わ
し
い
話
は
六
九
二
話
で
、
そ
こ
で
は
採
取
さ
れ
た
蛤
を
放
生
し
た
人
に
対
し
、
放
生
さ
れ
た
こ

と
で
出
離
の
縁
を
妨
げ
ら
れ
た
こ
と
を
夢
の
中
で
蛤
た
ち
が
愁
訴
す
る
と
い
う
話
が
二
例
語
ら
れ
て
い
る
。
蛤
に
も
心
が

あ
る
こ
と
を
示
す
話
と
い
え
る
が
、
蛤
が
畜
生
道
か
ら
の
出
離
を
願
っ
て
い
る
側
面
を
重
視
す
る
な
ら
、
堕
畜
生
忌
避
の

話
と
も
い
え
よ
う
。

　

巻
二
十
に
お
い
て
動
物
に
対
す
る
眼
差
し
は
概
し
て
好
意
的
で
、
畜
生
と
い
う
語
に
も
必
ず
し
も
侮
蔑
的
な
思
い
は
込

め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
七
一
一
話
は
、
仏
菩
薩
の
縁
日
や
主
君
の
月
忌
に
は
生
臭
物
を
食
さ
な
い
犬
や
、
断
食
す
る
犬
の
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話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
最
初
の
事
例
の
犬
に
対
し
て
は
「
仏
・
菩
薩
の
縁
日
並
に
主
君
の
月
忌
を
わ
す
れ
ず
恩
を
報
ず
る

事
、
人
倫
の
な
か
に
も
あ
り
が
た
き
事
に
て
侍
る
に
、
い
ふ
か
ひ
な
き
犬
畜
生
の
か
く
し
け
ん
事
、
あ
り
が
た
き
事
な
り
」

と
あ
り
、
二
例
目
の
犬
に
お
い
て
は
「
ふ
し
ぎ
に
あ
り
が
た
き
事
也
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
犬
の
信
心
深
さ
や
飼
い
主
へ

の
報
恩
の
心
が
感
動
を
も
っ
て
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
二
例
目
の
犬
に
対
す
る
「
ふ
し
ぎ
」
は
、「
理
解
し
難
い
こ
と
」
と
い

う
意
味
で
は
な
く
、
人
智
の
及
ば
な
い
奥
深
い
こ
と
へ
の
感
動
が
示
さ
れ
た
語
と
考
え
ら
れ
る
。「
心
」
あ
る
動
物
で
あ
る

こ
と
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
、「
不
思
議
」
の
語
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
本
話
に
は
現
代
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
「
犬
畜
生
」
の
語
が
登
場
し
て
お
り
、「
犬
畜
生
」
の
使
用
例
の
早
い
例

と
い
え
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
人
間
は
犬
よ
り
も
上
位
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
込
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
犬
へ
の
侮
蔑
・

罵
倒
性
は
感
ぜ
ら
れ
な
い
。

　

侮
蔑
・
罵
倒
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
畜
生
の
限
界
性
が
語
ら
れ
て
い
る
話
も
あ
る
。
常
陸
国
の
あ
る
上
人
が
如

法
経
を
書
写
す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
る
時
に
飼
育
し
て
い
た
猿
に
対
し
、「
汝
人
な
り
せ
ば
、
こ
れ
程
の
大
願
に
助
成

な
ど
は
し
て
ま
し
。
畜
生
の
身
く
ち
お
し
と
は
思
は
ぬ
か
」
と
言
う
。
猿
は
上
人
の
問
い
か
け
を
理
解
し
馬
を
盗
む
が
、

盗
ま
れ
た
馬
主
は
「
畜
生
だ
に
も
如
法
経
の
助
成
の
志
候
」
と
感
心
し
、
そ
の
馬
を
書
写
料
と
し
て
上
人
に
与
え
る
と
い

う
話
で
あ
る
（
六
九
八
話
）。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
畜
生
の
身
く
ち
お
し
」
と
す
る
上
人
の
言
葉
で
あ
る
。
畜
生

ゆ
え
写
経
の
助
成
な
ど
出
来
ま
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
人
間
に
比
し
て
畜
生
の
持
つ
限
界
性
が
語
ら
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
こ
の
話
で
は
馬
主
の
情
け
に
よ
り
猿
の
行
為
が
賞
賛
さ
れ
、
畜
生
の
持
つ
限
界
性
が
補
完
さ
れ
た
形
に
な
っ

て
い
る
。

　

以
上
、
畜
生
道
・
畜
生
に
対
し
て
は
肯
定
的
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
必
ず
し
も
否
定
的
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
て
み
た
。
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田
中
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
否
定
的
に
語
ら
れ
て
い
る
話
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
、
そ
う
い
う
点
で
は
巻
二
十
は
氏
の
言
う

混
沌
（
雑
多
・
多
様
）・
錯
綜
の
側
面
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、混
沌
と
し
て
い
る
と
の
み
捉
え
ず
、

ど
の
よ
う
に
整
合
性
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
視
点
で
の
検
討
も
必
要
と
な
ろ
う
。『
著
』
は
百
科
事
典

的
性
格
を
持
つ
書
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
の
検
討
が
、
整
合
性
の
こ
と
を
考
え
る
一
方
法
で
あ
ろ
う
。

　
　

三
、『
古
今
著
聞
集
』
巻
二
十
の
動
物
た
ち

　
『
著
』が
百
科
事
典
的
性
格
を
持
つ
書
で
あ
る
な
ら
、巻
二
十
は
動
物
事
典
と
い
う
位
置
に
な
る
。
そ
の
前
の
巻
十
九「
草

木
」編
と
合
わ
せ
る
と
、当
時
に
お
け
る
生
物
事
典
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、動
物
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な「
説

明
」
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
事
典
の
よ
う
に
、
各
動
物
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
が
学
問
成
果
に
基
づ

い
て
網
羅
的
に
解
説
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
当
時
の
知
識
人
に
と
っ
て
必
要
な
動
物
に
関
す
る
知
識
が
説

話
を
通
じ
て
語
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
動
物
に
関
し
て
語
ら
れ
た
知
識
を
各
説
話
毎
に
抜
き
出
し
た
の
が
、

表
三
に
お
け
る
動
物
の
特
性
と
存
在
形
態
の
欄
で
あ
る
。
存
在
形
態
の
括
弧
内
に
役
割
・
用
途
・
扱
い
方
な
ど
の
項
目
を

入
れ
た
の
は
、
動
物
と
人
間
と
の
関
わ
り
を
知
る
上
で
必
要
な
知
見
と
考
え
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
動
物
の
生
態
と

も
絡
む
こ
と
で
あ
る
。
前
章
で
取
り
上
げ
た
い
く
つ
か
の
動
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
性
・
存
在
形
態
に
関
わ
る
こ
と
に

触
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
以
下
に
補
完
的
意
味
も
含
め
て
改
め
て
述
べ
て
み
た
い
。
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（
一
）
魚
虫
禽
獣
の
説
明
の
仕
方
（
そ
の
一
）

　

巻
二
十
の
動
物
の
中
で
例
外
的
に
事
典
風
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
七
一
二
話
の
人
魚
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、

大
お
ほ
き

な
る
魚
の
、
か
し
ら
は
人
の
や
う
に
て
あ
り
な
が
ら
、
歯
は
こ
ま
か
に
て
魚
に
た
が
は
ず
、
口
そ
し
い
で
て
猿
に

に
た
り
け
り
。
身
は
よ
の
つ
ね
の
魚
に
て
あ
り
け
る
を
、
三
喉
ひ
き
い
だ
し
た
り
け
る
を
、
二
人
し
て
に
な
い
た
り

け
る
が
、
尾
猶
つ
ち
に
お
ほ
く
ひ
か
れ
て
け
り
。
人
の
ち
か
く
よ
り
け
れ
ば
、
た
か
く
を
め
く
こ
ゑ
人
の
ご
と
し
。

又
涙
を
な
が
す
も
人
に
か
は
ら
ず
。

と
、
人
魚
の
容
貌
が
比
較
的
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
著
』
で
は
人
魚
は
こ
の
話
の
み
で
あ
る
の
で
、
人
魚
に
つ
い
て

は
こ
の
話
で
す
べ
て
が
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
事
典
的
と
も
い
え
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
動
物
は
例
外
で
、
他
の
多
く
の
動
物
は
複
数
の
話
で
語
ら
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
特
質
な
ど
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
表
一
に
よ
り
登
場
頻
度
の
高
い
動
物
を

見
る
と
、
魚
・
虫
は
目
立
っ
た
も
の
が
な
い
が　　

、
禽
で
は
鷹
、
獣
で
は
馬
・
蛇
・
猿
・
牛
・
犬
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

猿
は
野
生
・
飼
育
の
両
形
態
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
蛇
以
外
は
飼
育
動
物
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
禽
・

獣
の
登
場
が
多
い
の
は
、
そ
れ
だ
け
人
間
生
活
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

登
場
頻
度
が
多
い
馬
を
例
に
す
る
な
ら
、
用
途
は
乗
馬
用
（
六
七
三
・
六
七
七
）、
競
馬
用
（
七
〇
三
・
七
一
五
・
七
一
九
）

が
圧
倒
的
で
、
他
は
運
送
用
（
七
一
五
）
で
あ
る
。
農
耕
用
に
関
す
る
話
が
無
い
の
は
、
当
時
は
農
耕
は
主
に
牛
に
よ
り

担
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
し
よ
う
。
話
の
主
役
で
は
な
い
が
前
述
の
六
九
八
話
に
お
け
る
猿
が
盗
ん
だ
馬
は
、
本
来
の

用
途
は
知
り
が
た
い
が
、
結
局
は
写
経
の
費
用
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
馬
は
売
ら
れ
て
金
銭
類
に
換
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

（
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う
。
こ
う
し
た
点
で
は
、
馬
は
進
物
・
売
買
の
対
象
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
点
は
牛
も
同
様
で
、
六
七
九

話
の
道
長
が
乗
っ
た
牛
車
の
牛
は
も
と
も
と
は
祇
園
社
へ
の
神
物
で
、
そ
れ
を
伊
周
が
譲
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

神
物
と
し
て
の
生
き
物
は
、
提
供
後
は
恐
ら
く
は
売
買
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
七
〇
二
話
で
は
藤
原
公
経
が
一
の
上

の
時
、
大
外
記
中
原
師
季
に
牛
・
犬
・
鴨
・
唐
人
烏
帽
子
な
ど
を
賜
っ
た
と
あ
る
。
唐
人
烏
帽
子
が
何
で
あ
る
の
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
牛
・
犬
・
鴨
と
い
う
よ
う
に
動
物
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
何
か
の
鳥
の
別
称
な
の
か
も
し
れ
な
い
。「
一

の
上
、
外
記
に
牛
を
た
ま
は
せ
た
る
事
は
、
先
例
も
侍
と
か
や
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
犬
・
鴨
・
唐
人
烏
帽
子
も
含
め
て

牛
が
贈
答
の
対
象
と
し
て
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

次
に
、
馬
に
続
き
登
場
回
数
の
多
い
蛇
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
人
間
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
で
は
、
婚
姻
を
結

ぶ
場
合
が
あ
る
（
六
八
二
）、
危
害
を
加
え
る
（
六
九
四
・
七
〇
七
・
七
一
八
）、
祟
る
（
六
九
九
）
な
ど
が
蛇
の
特
性
と
し

て
語
ら
れ
て
い
る
。
六
八
二
話
も
人
へ
の
危
害
に
準
ず
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
と
み
る
と
、
蛇
は
人
間
に
と
っ
て
は
避

け
ら
れ
る
べ
き
対
象
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
人
間
は
む
や
み
に
蛇
に
危
害
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

六
九
九
話
に
そ
の
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
釜
の
前
で
湯
を
沸
か
し
て
い
た
女
の
前
に
三
尺
ほ
ど
の
蛇
が
現
れ
、
釜
の

前
の
鼠
の
穴
に
入
っ
て
い
っ
た
。
恐
ろ
し
く
思
っ
た
女
に
対
し
て
隣
の
女
が
、
蛇
が
入
っ
た
穴
に
熱
湯
を
注
ぐ
こ
と
を
勧

め
る
。
そ
の
通
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
蛇
は
死
ん
だ
。
し
か
し
、
湯
を
注
ぐ
こ
と
を
勧
め
た
女
が
苦
し
み
だ
し
た
の
で
験
者

を
呼
ん
で
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
死
ん
だ
蛇
が
験
者
に
憑
依
し
、
自
分
は
童
た
ち
の
い
た
ず
ら
を
避
け
る
た
め
に
穴
に
逃
げ
込

ん
だ
だ
け
な
の
に
命
ま
で
奪
う
と
は
、
と
い
っ
て
女
を
取
り
殺
し
た
。
話
は
「
か
や
う
の
事
は
な
が
く
人
の
す
ま
じ
き
こ

と
な
り
」、
と
結
ば
れ
る
。
蛇
は
人
間
に
危
害
を
加
え
る
動
物
で
は
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
必
要
以
上
の
事
は
す
る
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べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
蛇
の
特
性
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
蛇
は
執
念
深
い
（
六
九
五
）、
嫉
妬
深
い
（
七
二
〇
）

動
物
と
も
さ
れ
る
。
六
九
五
話
は
、
摂
津
の
渡
辺
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
古
い
薬
師
堂
を
修
理
し
た
際
、
堂
の
屋
根
裏

部
に
大
き
な
蛇
が
釘
で
打
ち
付
け
ら
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
六
十
年
余
り
も
そ
う
し
た
状
態
で
生
き
て
い
た
こ
と
の

驚
き
が「
お
そ
ろ
し
き
事
也
」と
さ
れ
て
い
る
。
蛇
が
こ
う
し
た
状
態
で
生
き
な
が
ら
え
た
の
は
薬
師
堂
の
屋
根
裏
で
あ
っ

た
た
め
、
と
薬
師
の
霊
験
譚
と
し
て
も
利
用
で
き
そ
う
な
話
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
蛇
は
長
寿
で
執
念
深
い
こ
と
が

主
眼
と
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
そ
う
し
た
霊
験
譚
と
し
て
は
展
開
し
て
い
か
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
話
に
続
く
六
九
六
話
は
前
述
し
た
虱
の
報
復
譚
で
あ
る
の
で
、
発
見
さ
れ
た
時
に
蛇
が
人
間
に
報
復
し
て

も
よ
さ
そ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し
た
様
相
は
語
ら
れ
な
い
。
発
見
者
が
蛇
を
釘
で
打
ち
つ
け
た
人
物
で
は
な
か
っ
た
た

め
で
あ
ろ
う
が
、
六
九
九
話
同
様
に
蛇
だ
か
ら
と
い
っ
て
む
や
み
に
人
間
に
危
害
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
語
ら

れ
て
い
る
と
い
え
る
。そ
う
考
え
る
と
、六
九
六
話
で
の
虱
を
柱
か
ら
取
り
出
し
た
人
間
が
別
人
で
あ
っ
た
な
ら
ど
う
な
っ

て
い
た
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
に
改
め
て
興
味
が
惹
か
れ
る
。

　

登
場
回
数
が
蛇
と
同
様
に
多
い
の
が
猿
で
あ
り
、
六
八
〇
話
に
つ
い
て
は
第
二
章
第
一
節
で
、
六
九
八
話
は
部
分
的
で

は
あ
る
が
前
節
で
す
で
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
七
一
二
話
は
人
魚
の
話
で
、
人
魚
の
顔
が
猿
の
よ
う
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
、
猿
が
主
役
で
は
な
い
。
顔
が
猿
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
が
人
魚
た
る
こ
と
の
一
つ
の
判
断
基
準
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
猿
は
人
間
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
間
接
的
に
示
さ
れ
て
い
よ
う
。

　

猿
は
人
間
に
近
い
（
あ
る
い
は
同
じ
）
振
る
舞
い
（
行
為
）
を
す
る
動
物
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
特
徴
と
し
て
語
ら
れ

て
い
る
の
が
、『
著
』
に
お
け
る
猿
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
人
真
似
（
烏
を
使
っ
て
鵜
飼
の
真
似
〈
六
九
七
話
〉、
猿
回
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し
の
よ
う
な
芸
〈
七
一
六
話
〉）、人
真
似
以
上
の
人
間
的
行
為
（
後
追
い
自
殺
と
命
乞
い
〈
七
〇
〇
話
〉、母
性
愛
〈
七
一
七

話
〉）
な
ど
で
あ
る
。
飼
育
さ
れ
て
い
る
猿
の
話
は
六
九
八
・
七
一
六
の
二
話
で
あ
る
が
、
飼
育
目
的
は
馬
屋
の
守
護
神
用

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
七
一
六
話
の
よ
う
に
芸
を
す
る
場
合
な
ど
は
、
愛
玩
用
の
意
味
も
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
で
『
著
』
に
お
い
て
動
物
は
概
し
て
一
義
的
側
面
の
み
で
は
な
く
、
多
角
的
側
面
を
持
つ
も
の
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
（
二
） 

魚
虫
禽
獣
の
説
明
の
仕
方
（
そ
の
二
）

　

表
一
の
禽
の
項
で
目
立
つ
の
が
鷹
で
あ
り
、
鷹
は
狩
猟
用
に
飼
育
さ
れ
て
い
た
の
が
特
色
と
い
え
る
。
時
に
は
愛
玩
の

対
象
と
な
っ
た
場
合
も
あ
る
が
（
六
七
四
話
）、
そ
れ
も
宮
中
で
狩
猟
用
に
飼
育
さ
れ
て
い
た
鷹
で
あ
る
。
七
一
三
話
の

主
役
は
鷹
で
は
な
く
鴛
鴦
で
あ
る
。
鷹
の
餌
用
に
射
殺
さ
れ
た
雄
の
鴛
鴦
を
妻
の
鴛
鴦
が
嘆
く
夢
を
見
た
某
が
出
家
す
る
、

と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
鷹
も
、
狩
猟
用
に
飼
育
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
七
一
八
話
の
熊
鷹
も
檻

で
飼
育
さ
れ
て
い
る
の
で
、
狩
猟
用
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鷹
の
飼
育
形
態
は
止
ま
り
木
に
綱
で
つ
な
が
れ
て
い

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
絵
巻
な
ど
で
確
認
し
得
る
が　　

、熊
鷹
の
よ
う
な
大
型
の
も
の
は
檻
で
の
飼
育
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

人
間
に
と
っ
て
日
常
的
に
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
動
物
の
う
ち
、
猫
と
鼠
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
猫
に
つ
い

て
は
第
一
章
第
一
節
で
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
年
を
重
ね
る
と
変へ
ん
げ化

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
た

（
六
八
六
話
）。
六
八
六
話
の
前
半
部
は
「
保
延
の
比
、
宰
相
中
将
な
り
け
る
人
の
乳
母
、
猫
を
か
ひ
け
り
。
其
猫
た
か
さ

（
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一
尺
、
力
の
つ
よ
く
て
綱
を
き
り
け
れ
ば
、
つ
な
ぐ
こ
と
も
な
く
て
、
は
な
ち
飼
け
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
か

ら
、
猫
は
犬
と
は
異
な
り
綱
で
繋
が
れ
飼
育
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
半
部
は
前
述
の
通
り
「
死
に
際

を
見
せ
る
な
」
と
い
う
飼
い
主
の
日
頃
か
ら
の
言
い
つ
け
ど
お
り
十
七
歳
に
な
っ
た
時
に
身
を
隠
し
た
、
と
い
う
展
開
に

な
っ
て
い
る
が
、
猫
は
人
の
言
葉
を
解
す
る
動
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

六
八
七
話
登
場
の
猫
の
話
は
短
い
の
で
全
文
示
す
と
、

或
貴
所
に
し
ろ
ね
と
い
ふ
ね
こ
を
か
は
せ
給
け
る
。
そ
の
猫
、
鼠
・
す
ず
め
な
ど
を
と
り
け
れ
ど
も
、
あ
へ
て
く
は

ざ
り
け
り
。
人
の
ま
へ
に
て
は
な
ち
け
る
、
不
思
儀
な
る
猫
也
。

と
な
る
。「
し
ろ
ね
」
と
い
う
名
は
今
で
言
う
「
し
ろ
」
で
、
恐
ら
く
は
白
い
毛
並
み
の
猫
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

名
前
が
付
け
ら
れ
た
飼
育
動
物
は
愛
玩
用
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
が
、『
著
』
で
は
他
に
六
九
〇
・
七
〇
四
・
七
〇
五
話
の

鵯
の
例
が
知
ら
れ
る
。
さ
て
、
猫
が
鼠
・
雀
な
ど
を
獲
る
と
い
う
こ
と
は
、
繋
が
れ
て
い
な
い
状
態
も
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
。
ま
た
、
猫
の
餌
は
鼠
・
小
鳥
な
ど
の
小
動
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
餌
が
与
え
ら
れ
て

い
た
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
鼠
は
猫
に
と
っ
て
主
た
る
餌
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
捕
獲
し
た
鼠
・
雀
な
ど
を
わ
ざ
わ
ざ
人
前
で
放
つ
行
為
が
「
不
思
儀
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
自
分
の
獲
物
を
飼

い
主
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
行
為
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
話
も
飼
い
主
に
対
す
る
飼
い

猫
の
「
心
」
が
示
さ
れ
て
い
る
話
と
い
え
よ
う
。
本
話
の
「
不
思
儀
」
が
「
理
解
で
き
な
い
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

第
二
章
第
二
節
で
述
べ
た
七
一
一
話
の
精
進
す
る
犬
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
「
ふ
し
ぎ
」
と
同
様
の
感
動
語
と
い
え

よ
う
。

　

六
九
九
話
で
は
人
家
の
釜
の
と
こ
ろ
に
鼠
の
穴
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
鼠
は
外
と
内
の
出
入
り
を
頻
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繁
に
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
し
、
そ
う
し
た
点
で
猫
の
餌
に
も
な
り
人
と
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

七
〇
八
話
は
、
伊
予
の
黒
島
に
お
け
る
鼠
の
集
団
移
動
と
思
わ
れ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
島
で
は
畑
の
作
物
が

す
べ
て
食
い
荒
ら
さ
れ
る
ほ
ど
鼠
が
多
く
、
そ
の
た
め
畑
作
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
述
べ
ら
れ
る
。

　
『
著
』
で
は
猫
と
鼠
に
つ
い
て
の
話
は
少
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
猫
と
鼠
に
つ
い
て
今
風
に
事
典
的
体
裁
で
記
す

な
ら
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
猫
は
「
家
で
は
通
常
は
愛
玩
用
に
綱
で
繋
い
で
飼
育
し
、
名
前
も
つ
け
ら
れ
る
。
餌
は
鼠
・

小
鳥
な
ど
の
類
で
あ
る
が
、
時
に
は
そ
れ
ら
を
飼
い
主
に
提
供
す
る
よ
う
な
行
為
も
す
る
。
人
間
の
言
葉
を
理
解
す
る
よ

う
で
、
年
を
重
ね
る
と
不
思
議
な
現
象
を
示
す
こ
と
が
あ
り
、
死
が
近
づ
く
と
そ
の
姿
を
隠
す
」、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

鼠
は
「
穴
を
作
っ
て
家
と
外
と
を
出
入
り
し
、
人
家
で
は
猫
の
餌
と
な
る
。
外
で
は
畑
の
作
物
な
ど
を
食
し
、
時
と
し
て

集
団
移
動
を
す
る
習
性
を
持
つ
」
と
な
り
、
猫
よ
り
は
情
報
量
が
少
な
く
な
る
。
残
り
の
動
物
も
こ
う
し
た
形
で
整
理
で

き
よ
う
が
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、『
著
』
が
一
種
の
部
門
別
百
科
事
典
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
関
す
る
個
々
の
事
項
が
ど
の
よ
う
に
解

説
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
動
物
編
に
関
し
て
述
べ
て
み
た
。
個
々
の
説
話
に
関
し
て
は
ま
だ
表
層
的
理
解
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
と
い
う
批
判
は
あ
り
得
よ
う
が
、
穿
ち
す
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
留
意
し
な
が
ら
今
後
解
釈
を
深
化
さ
せ
て

い
き
た
い
。

　
『
著
』
に
お
い
て
は
各
事
項
に
関
し
て
直
接
的
な
説
明
は
行
わ
ず
、
説
話
を
し
て
語
ら
し
め
る
と
い
う
現
在
か
ら
見
れ
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ば
遠
回
り
な
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
現
代
的
感
覚
か
ら
す
れ
ば
隔
靴
掻
痒
的
な
感
は
免
れ
な
い
が
、

そ
れ
が
当
時
採
用
さ
れ
て
い
た
手
段
・
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。動
物
に
関
し
て
の
個
々

の
説
話
を
通
じ
て
、
猫
・
鼠
の
と
こ
ろ
で
ま
と
め
た
よ
う
な
総
合
的
な
認
識
に
当
時
の
人
々
が
至
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か

は
確
認
し
得
な
い
が
、
撰
者
は
そ
う
し
た
認
識
に
な
る
事
を
狙
っ
て
編
纂
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
田
中
氏
の
い

う
「
混
沌
」
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
全
体
的
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
捉

え
る
必
要
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。

　

残
さ
れ
た
課
題
は
少
な
く
な
い
が
、
部
門
別
百
科
事
典
と
し
て
み
た
場
合
、
動
植
物
部
門
を
末
尾
の
方
に
置
く
と
い
う

『
著
』
の
体
裁
は
、『
倭
名
類
聚
抄
』
に
近
い
も
の
を
感
ず
る
。
本
稿
で
使
用
し
た
『
倭
名
類
聚
抄
』
は
二
十
巻
本
で
あ
る
が
、

末
尾
の
十
八
・
十
九
・
二
十
は
そ
れ
ぞ
れ
「
羽
族
・
毛
群
」「
鱗
介
・
蟲
豸
」「
草
木
」
と
い
う
よ
う
に
、
十
八
・
十
九
に
い
わ

ゆ
る
「
魚
蟲
禽
獣
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。『
倭
名
類
聚
抄
』
は
中
国
の
字
書
類
よ
り
も
日
本
人
の
手
に
な
る
僧
昌
住
編
『
新

撰
字
鏡
』
の
方
式
を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
は
、
十
世
紀
の
『
口
遊
』
な
ど
に
継
承
さ

れ
て
い
っ
た
と
も
さ
れ
る　　

。『
倭
名
類
聚
抄
』
の
継
承
の
さ
れ
方
な
ど
の
様
相
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ

る
が
、
飛
躍
を
恐
れ
ず
に
言
う
な
ら
、
近
代
の
『
古
事
類
苑
』　　

や
現
代
の
代
表
的
な
部
門
別
百
科
事
典
で
あ
る
『
万
有

百
科
大
事
典
』　

で
も
動
植
物
編
が
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
、
一
考

に
値
す
る
課
題
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
お
い
し
お　

ち
ひ
ろ
・
北
海
学
園
大
学
大
学
院
教
授
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）
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［
註
］

（
１
）
塚
本
学
『
生
類
を
め
ぐ
る
政
治
』（
一
九
八
三
年
初
刊
、
二
〇
一
三
年
に
講
談
社
学
術
文
庫
収
録
）。

（
２
）
黒
田
日
出
男
「「
犬
」
と
「
烏
」
と
」（
同
『
姿
と
し
ぐ
さ
の
中
世
史
』
所
収
、一
九
八
六
年
初
刊
、二
〇
〇
二
年
に
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

収
録
）。
こ
こ
で
は
絵
巻
物
・
説
話
な
ど
を
素
材
に
中
世
の
犬
・
烏
の
存
在
形
態
・
扱
い
方
・
役
割
な
ど
が
多
角
的
に
論
じ
ら
れ
、
両
者

は
中
世
に
お
い
て
極
め
て
多
義
的
な
特
徴
を
持
っ
た
存
在
と
し
て
い
る
。

（
３
）
週
刊
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
七
十
一
『
動
物
た
ち
の
日
本
史
』（
塚
本
学
責
任
編
集
、
一
九
八
七
年
、
朝
日
新
聞
社
）。
近
年
で
は
『
人

と
動
物
の
日
本
史
』
全
四
巻
（
第
一
巻
西
本
豊
弘
編
「
動
物
の
考
古
学
」、
第
二
巻
中
澤
克
昭
編
「
歴
史
の
な
か
の
動
物
た
ち
」、
第
三

巻
菅
豊
編
「
動
物
と
現
代
社
会
」、
第
四
巻
中
村
生
雄
・
三
浦
佑
之
編
「
信
仰
の
な
か
の
動
物
た
ち
」、
二
〇
〇
八
～
二
〇
〇
九
年
、
吉

川
弘
文
館
）
で
各
時
代
の
動
物
と
人
間
の
関
係
が
多
角
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
４
） 

中
村
禎
里
『
日
本
人
の
動
物
観
～
変
身
譚
の
歴
史
～
』（
一
九
八
四
年
、
海
鳴
社
、
二
〇
〇
六
年
復
刊
、
星
雲
社
）、
同
『
日
本
動
物

民
俗
誌
』（
一
九
八
七
年
、
海
鳴
社
）、
同
『
動
物
た
ち
の
日
本
史
』（
二
〇
〇
八
年
、
海
鳴
社
）、
同
『
狐
の
日
本
史
』（
二
〇
〇
一
年
初
刊
、

二
〇
一
七
年
改
訂
、
戎
光
祥
出
版
）。

（
５
）
法
政
大
学
出
版
会
の
「
も
の
と
人
間
の
文
化
史
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、二
〇
一
九
年
七
月
時
点
で
個
別
の
動
物
に
関
す
る
も
の
が
十
一
点
、

全
体
的
な
も
の
が
一
点
（
長
沢
武
『
動
物
民
俗
誌
』Ⅰ
Ⅱ
、二
〇
〇
六
年
）
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
他
に
小
林
祥
次
郎
『
日
本
古
典
博
物
事
典
』

動
物
編
（
二
〇
〇
九
年
、
勉
誠
出
版
）
や
石
田
戢
他
『
日
本
の
動
物
観
』（
二
〇
一
三
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
が
あ
る
。

（
６
）『
沙
石
集
』（
梵
舜
本
）
に
は
動
物
が
登
場
す
る
話
は
散
見
す
る
が
、
筆
者
の
調
査
で
は
巻
五
本
（
七
話
）・
巻
七
（
十
五
話
）・
巻
八
（
八

話
）
に
合
計
三
十
話
ほ
ど
確
認
で
き
る
。『
沙
石
集
』（
梵
舜
本
）
に
は
約
四
〇
〇
話
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
全
体
の
一
割
弱
に

当
た
る
三
十
話
が
動
物
関
係
話
で
あ
る
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。『
著
』
よ
り
時
代
は
下
る
が
、『
東
斎
随
筆
』（
一
条
兼
良
撰
、

十
五
世
紀
成
立
）
第
三
は
「
鳥
獣
」
編
で
は
あ
る
が
、
収
録
説
話
数
は
わ
ず
か
四
話
の
み
で
あ
る
。

（
７
） 

永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
校
注
『
古
今
著
聞
集
〈
日
本
古
典
文
学
大
系
〉』「
解
説
」
九
頁
、
十
三
～
十
四
頁
（
一
九
六
六
年
、
岩
波
書
店
）。

（
８
）
西
尾
光
一
・
小
林
保
治
校
注
『
古
今
著
聞
集
〈
新
潮
日
本
古
典
集
成
〉』
下
巻
「
解
説
」
四
五
三
頁
（
一
九
八
六
年
、
新
潮
社
）。

（
９
） 

田
中
宗
博
「『
古
今
著
聞
集
』「
魚
虫
禽
獣
」
篇
の
混
沌
を
ど
う
読
む
か
」（『
百
舌
鳥
国
文
』
二
十
五
、二
〇
一
四
年
三
月
）。

（
10
）
旅
田
孟
「
鵜
の
真
似
す
る
烏
説
話
：「
古
今
著
聞
集
」
の
文
覚
説
話
」（
大
阪
府
立
大
学
『
言
語
文
化
研
究
』「
日
本
語
・
日
本
文
学
編
」
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十
一
、二
〇
一
六
年
三
月
）。

（
11
）
大
隅
和
雄
『
事
典
の
語
る
日
本
の
歴
史
』「
三
『
古
今
著
聞
集
』
―
貴
族
文
化
を
仰
ぎ
見
る
―
」（
一
九
八
八
年
初
刊
、
二
〇
〇
八
年
に

講
談
社
学
術
文
庫
収
録
）。

（
12
）
中
村
禎
里
「
ウ
マ
・
ネ
コ
・
ヘ
ビ
～
古
代
の
家
畜
と
動
物
神
～
」（
注
（
３
）
の
書
に
所
収
。
後
に
「
古
代
中
世
史
の
中
の
動
物
た
ち
」

と
改
題
し
、
注
（
４
）
の
同
氏
『
動
物
た
ち
の
日
本
史
』
に
所
収
）。

（
13
）
中
央
公
論
社
刊
行
の
絵
巻
が
網
羅
的
で
、
正
編
・
続
編
・
続
々
編
合
計
で
八
十
一
種
と
な
る
。

（
14
）
澁
澤
敬
三
・
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
編
『
新
版
絵
巻
物
に
よ
る
日
本
常
民
生
活
絵
引
』
全
六
巻
（
一
九
八
四
年
、
平
凡

社
）。
こ
の
絵
引
が
対
象
と
し
て
い
る
作
品
数
は
二
十
六
種
で
あ
る
。

（
15
）泉
武
夫
他
編『
国
宝　

六
道
絵
』（
二
〇
〇
七
年
、中
央
公
論
美
術
出
版
）。「
畜
生
道
幅
」の
解
説
は
加
須
屋
誠
氏
に
よ
る
。
な
お
、同
氏「
聖

衆
来
迎
寺
本
六
道
絵
「
畜
生
道
図
」
私
見
」（『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
』
三
十
、一
九
九
五
年
十
二
月
）
も
参
照
。

（
16
） 『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
に
描
か
れ
て
い
る
動
物
類
は
、
ウ
マ
・
牛
・
鷹
・
犬
・
鶏
・
鷲
・
鳶
・
水
犀
・
麒
麟
・
豹
・
山
羊
・
虎
・
獅
子
・

龍
・
象
・
貌
な
ど
で
あ
る
。
五
月
女
晴
恵
「「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
乙
巻
の
源
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
（
そ
の
一
）
当
時
の
動
物
・
霊
獣
に
対

す
る
認
識
と
、
正
倉
院
宝
物
に
描
か
れ
た
霊
獣
図
に
着
目
し
な
が
ら
―
」（『
北
九
州
市
立
大
学
文
学
部
紀
要
』
八
十
、二
〇
一
一
年
三
月
）、

な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（
17
）『
春
日
権
現
験
記
絵
』巻
七「
開
蓮
房
夢
事
」に
関
す
る
場
面
に
は
、縁
側
で
体
を
掻
い
て
い
る
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
拡
大
図
で
は
、

蚤
・
虱
あ
る
い
は
ダ
ニ
と
思
わ
れ
る
虫
が
掻
く
に
つ
れ
犬
の
体
か
ら
飛
び
散
っ
て
い
る
様
子
が
知
ら
れ
る（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編『
春

日
権
現
験
記
絵
―
甦
っ
た
鎌
倉
絵
巻
の
名
品
―
』
一
三
六
頁
、
二
〇
一
八
年
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
）。
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
よ

る
画
像
に
よ
る
も
の
で
、
こ
う
し
た
子
細
な
部
分
は
、
肉
眼
で
は
判
読
し
難
い
。

（
18
）
注
（
８
）
三
五
九
頁
。

（
19
）『
沙
石
集
』
巻
七
の
五
は
「
畜
類
も
心
あ
る
事
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）
中
村
禎
里
氏
は
野
生
と
飼
育
以
外
に
、①
山
（
陸
）
の
動
物
と
海
（
水
）
の
動
物
、②
大
き
さ
に
基
づ
く
分
類
、③
人
と
の
類
似
（
遠
近
）

を
上
げ
て
い
る
（
注
（
４
）
同
『
日
本
動
物
民
俗
誌
』
一
六
九
頁
）。
な
お
、
西
尾
和
美
・
谷
岡
奈
月
氏
は
人
間
生
活
と
動
物
と
の
関
係

に
つ
い
て
『
今
昔
物
語
集
』
を
素
材
に
検
討
し
て
い
る
が
、そ
こ
で
は
「
飼
育
」
の
視
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
（
西
尾
和
美
・
谷
岡
奈
月
「『
今
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中世人の動物観～『古今著聞集』巻二十「魚蟲禽獣」を素材に～

昔
物
語
集
』
に
み
え
る
動
物
と
人
間
」『
松
山
東
雲
女
子
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
十
一
、二
〇
〇
三
年
三
月
）。

（
21
）『
古
今
著
聞
集
』
の
時
期
区
分
と
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
は
拙
稿
「『
古
今
著
聞
集
』
が
描
く
日
本
仏
教
史
―
巻
二
「
釈
教
」
編
の
構
想
―
」

（
初
出
は
二
〇
一
二
年
、
拙
著
『
中
世
説
話
の
宗
教
世
界
』
所
収
、
二
〇
一
三
年
、
和
泉
書
院
）
参
照
。

（
22
）『
著
』
巻
二
「
釈
教
」
は
三
十
四
～
七
十
二
話
ま
で
の
計
三
十
八
話
か
ら
成
る
。
追
記
抄
入
の
二
話
を
除
く
計
三
十
六
話
に
登
場
す
る

動
物
は
、
表
一
に
よ
る
と
魚
（
三
十
七
話
）・
鵞
鳥
（
五
十
三
話
）・
亀
（
四
十
五
話
）
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
話
の
主
役

で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
畜
生
道
と
も
関
連
し
て
い
な
い
。

（
23
） 

田
中
宗
博
注
（
９
）
の
論
稿
。

（
24
）表
三
に
示
し
た
よ
う
に
『
倭
名
類
聚
抄
』
で
は
禽
獣
以
上
に
多
く
の
魚
・
虫
類
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、『
著
』
の
場
合
そ
れ
ら
は
少
な
く
、

魚
は
主
に
食
用
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
七
一
二
話
の
人
魚
の
話
も
結
局
は
食
用
に
す
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
人
魚

に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
虫
な
ど
も
害
虫
を
含
め
も
っ
と
も
身
近
な
存
在
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
注
目

度
は
低
い
。
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
造
立
の
清
涼
寺
式
釈
迦
如
来
像
の
胎
内
文
書
に
は
、
虫
類
が
細
か
く
記
載
さ
れ
た
交
名
が
あ
る
。

そ
れ
を
分
析
し
た
細
川
涼
一
氏
は
そ
の
意
義
を
、
畜
生
の
極
点
と
し
て
の
虫
の
名
を
詳
し
く
あ
げ
る
こ
と
で
輪
廻
か
ら
の
離
脱
を
願
っ

た
こ
と
に
あ
る
と
す
る
（
同
「
唐
招
提
寺
釈
迦
如
来
像
胎
内
文
書
と
女
性
・
虫
・
非
人
」、
初
出
は
一
九
九
〇
年
、
同
『
日
本
中
世
の
社

会
と
寺
社
』
所
収
、
二
〇
一
三
年
、
思
文
閣
出
版
。
同
「
謡
曲
「
胡
蝶
」
と
虫
類
成
仏
」、
初
出
は
一
九
九
二
年
、
同
『
逸
脱
の
中
世
』

所
収
、
一
九
九
三
年
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
）。
氏
の
指
摘
を
逆
に
捉
え
る
な
ら
、
中
世
に
お
い
て
虫
類
は
、
特
別
な
こ
と
が
無
い
限
り
は

格
別
注
目
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
著
』
に
お
け
る
虫
類
の
少
な
さ
の
理
由
を
考
え
る
際
に
、参
考
に
し
て
お
き
た
い
。

（
25
）『
一
遍
聖
絵
』
巻
四
「
筑
前
の
国
の
武
士
の
館
の
場
面
」、『
春
日
権
現
験
記
絵
』
巻
十
三
「
晴
雅
病
臥
の
場
面
」
に
は
鷹
小
屋
に
繋
が

れ
た
鷹
が
見
え
る
。

（
26
）
大
隅
和
雄
注
（
11
）
の
書
「
二
『
倭
名
類
聚
抄
』
―
国
風
文
化
を
俯
瞰
す
る
―
」。

（
27
）『
古
事
類
苑
』
は
一
九
一
三
年
に
完
成
し
た
全
三
十
部
門
か
ら
な
る
事
典
で
あ
る
が
、
二
十
八
が
動
物
、
二
十
九
が
植
物
、
三
十
が
金

石
で
あ
る
。

（
28
）
一
九
七
二
年
よ
り
一
九
七
六
年
に
か
け
て
小
学
館
か
ら
第
一
版
が
刊
行
さ
れ
た
全
二
十
巻
（
別
巻
三
巻
）
か
ら
な
る
部
門
別
百
科
事

典
で
、
第
十
九
巻
が
植
物
編
、
第
二
十
巻
が
動
物
編
で
あ
る
。

039


